
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□成果と課題 
☆成果 
○学習習慣がつき、継続して参加したり、体験教室を楽しみにして意欲的に参加したりする児童がみられる。 

〇異年齢で学び合う経験のよさを感じたり、主体的に取り組む姿勢を育んだりする機会となっている。 

〇学生指導員にあっては、将来の教職に就業することを見通して、児童の発達特性の理解や自身の指導技術向
上、教職に対する意識の醸成等、キャリアアップにも役立っている。 

★課題 
○教室の魅力を発信し、より多くの児童の参加を目指していきたい。 

《事業の目的》 

児童に対する学習支援として補習的な指導を行い、教科における基礎学力を身につけさせる取り組みを行

います。指導を通じて学校の学習にも意欲的に取り組む姿勢を育み、目的を持って学ぶ楽しさを味わわせる

ことを目的とします。 

□ 特色 

・学力差が開き始める小学校３年生からを対象とし、基礎学力や学習習慣の定着を図ります。 

・児童が参加しやすいように各学校区に会場を設け、参加時間にも自由度を持たせています。 

・児童の興味関心を引き出す体験的要素も用意し、計画的に実施しています。 

□ 教室の実施場所 市内８カ所の公民館 

□ 教室の開催日  基本は隔週土曜日 各会場年間１８回程度 

□ 参加対象者  小学校３年生～６年生 

□ 活動内容 

・参加者は、学校で使用している教科書・ワーク及び各自が持参する課題を使用して自主学習を行いま

す。宿題や長期休業中の課題に取り組む参加者も多いです。 

・教員経験のある指導者や教職希望の学生などが学習の支援にあたります。 

・簡単な体験や物づくりができる１０種類のメニューが用意されており、学習の合間に取り組んでいま

す。                                                
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